
概　要　建国物語の英雄として語り継がれたヤマトタケル、その研究と評価は史学・文学など
で様々な議論があります。近年、宮城・岩手の県境で、古墳時代前期後半(西暦350年頃)の近畿
の文化を包蔵した砦あとが発掘調査され、ヤマトタケルの東征伝承を彷彿とさせる成果が注目
されています。ヤマト王権はなぜ東北まで進出したのか?　弥生時代末から集団の移動とモノの
交流を検討、考古学からみたヤマトタケル伝承の新研究を紹介します。

考古学からみたヤマトタケル伝承

古事記学会 2022 年 12 月例会研究発表レジュメ

日　時 :2022 年 12 月 17 日 ( 土 )14 時～
配　信 :日本大学通信教育部からリモート開催
発表者 :西川寿勝

続縄文土器 (宮城県石巻市新金沼遺跡 )
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